
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

祝  電

来
賓
出
席
者

自
由
民
主
党

衆
議
院
議
員 

中
山
泰
秀

衆
議
院
議
員 

谷
川
と
む

大
阪
府
連
選
挙
対
策
委
員
長

大
阪
府
議
会
議
員

　
代
理 

秘
書 

吉
田 　

剛

代
理 

秘
書 

椎
名 　

護

須

田　
　

旭

自
由
同
和
会

中
央
本
部

　
中
央
本
部

京
都
府
本
部

　
中
央
本
部

佐
賀
県
本
部

　
中
央
本
部

　
中
央
本
部

京
都
府
本
部

　
中
央
本
部

千
葉
県
本
部

　
中
央
本
部

福
岡
県
本
部

　
中
央
本
部

長
崎
県
本
部

　
岡
山
県
本
部

　
兵
庫
県
本
部

　
奈
良
県
本
部

　
愛
知
県
本
部

　
大
分
県
本
部

　
川
上　

高
幸

　
上
田
藤
兵
衛

　　
野
口　

賢
二

　
平
河　

秀
樹

　
山
口　

勝
広

　
木

村　
　

仁

　
上
田　

信
輝

　
栗
原　

英
明

　
幡
司　

貴
光

　
山

口  

晃

弘

　
吉
田　

一
博

　
世
古　

祐
司

　
庄
司　

大
祐

　
会

長

　
副

会

長

会

長

　
副

会

長

会

長

　
事
務
局
長

　
事
務
局
次
長

事
務
局
長

　
総
務
委
員
長

会

長

　
組
織
委
員
長

会

長

　
人
侵
委
員
長

会

長

　
会

長

　
会

長

　
副

会

長

　
事
務
局
長

　
事
務
局
次
長

自由同和会大阪府本部 第41回大会開催される

　
と
か
し
き 

な
お
み

宗

清

皇

一

谷

川

と

む

松

川

る

い

　
し
か
た
松
男

須
田
あ
き
ら

　

川
上
高
幸

上
田
藤
兵
衛

上
田
信
輝

本
原
克
己

川
畑
卓
也

佐
藤
貴
子 

北
　

啓
二

自
由
民
主
党

（
国
会
関
係
）

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

衆
議
院
議
員

参
議
院
議
員

（
大
阪
府
議
会
）

大
阪
府
議
会
議
員
団
幹
事
長

自
由
民
主
党
青
大
阪
府
議
会
議
員
団
幹
事
長

大
阪
府
議
会
議
員

（
自
由
同
和
会
）

東
京
都
本
部  

会
長

京
都
府
本
部  

会
長

福
岡
県
本
部  

会
長

埼
玉
県
本
部  

会
長

宮
崎
県
本
部  

会
長

新
潟
県
本
部  

会
長

栗
本
建
設
工
業
株
式
会
社  

　
　

 

管
理
本
部
長

　

令
和
８
年
７
月
５
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
、
シ
テ
ィ
プ
ラ
ザ
大
阪
に
於
い
て
「
自
由
同
和

会
大
阪
府
本
部
第
41
回
大
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

中
村
昭
彦
副
会
長
の
開
会
の
挨
拶
で
始
ま
り
、
来
賓
挨
拶
で
は
、
ご
祝
辞
を
自
由
民
主
党
衆

議
院
議
員
中
山
泰
秀
様
秘
書
吉
田
剛
様
代
読
、
続
き
ま
し
て
自
由
民
主
党
衆
議
院
議
員
谷
川
と

む
様
秘
書
椎
名
遼
様
代
読
、
続
き
ま
し
て
自
由
民
主
党
大
阪
府
連
選
挙
対
策
委
員
長
・
大
阪
府

議
会
議
員
須
田
旭
様
に
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
続
き
ま
し
て
、
大
阪
府
知
事
（
大
阪
府
府

民
文
化
部
人
権
局
人
権
擁
護
課
長
川
村
哲
也
様
代
読
）・
大
阪
市
長
（
大
阪
市
市
民
局
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
室
長
堀
田
大
地
様
代

読
）・
堺
市
長
（
市
民
人
権
局
ダ
イ
バ
ー

シ
テ
ィ
推
進
部
長
吉
田
慎
一
様
）・
自

由
同
和
会
を
代
表
し
て
自
由
同
和
会

中
央
本
部
川
上
高
幸
会
長
よ
り
、
ご

祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

自
由
同
和
会
中
央
本
部
副
会
長
・
自

由
同
和
会
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
会
長
・
京

都
府
本
部
会
長
の
上
田
藤
兵
衛
様
よ

り
ご
祝
辞
を
頂
戴
し
ま
し
た
。

　

続
き
ま
し
て
、
記
念
公
演
と
し
て

大
阪
企
業
人
権
協
議
会
専
任
講
師
堀

井
悟
講
師
よ
り
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

と
人
権
」
人
権
感
覚
・
メ
デ
ィ
ア
リ

テ
ラ
シ
ー
・
情
報
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム

法
と
題
し
て
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
議
事
に
移
り
全
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ
、
森
治
夫
副
会
長
の

閉
会
の
挨
拶
で
、
自
由
同
和
会
大
阪

府
本
部
第
41
回
大
会
終
了
し
ま
し
た
。

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
41
回
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

自
由
同
和
会
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
同
和
問
題
に
の

み
な
ら
ず
、
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
た
様
々
な
取
組
み
に
御

尽
力
を
重
ね
て
こ
ら
れ
ま
し
た
こ
と
に
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
の
衆
議
院
総
選
挙
を
は
じ
め
、
各
級
選
挙
へ
の

ご
支
援
や
職
域
党
員
の
獲
得
な
ど
、
自
由
民
主
党
の
党
勢
拡
大

に
ご
協
力
を
賜
り
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

わ
が
党
は
、
自
由
同
和
会
の
皆
様
と
と
も
に
、
引
き
続
き
人

権
問
題
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
自
由
同
和
会
の
皆
様
の
一
層
の
ご
活
躍
と
ご
健
勝

を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〔
お
詫
び
と
訂
正
〕

本
機
関
紙
６
月
号
掲
載
の
「
自
由
同
和
会
第41

回

全
国
大
会
出
席
者
」
お
よ
び
「
全
国
大
会
祝
電
一
覧
」

に
お
き
ま
し
て
、
氏
名
の
表
記
に
誤
り
が
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
自
由
同
和
会
第
41
回
全
国
大
会
出
席
者
】

　
（
誤
）
坂
井
睦
規　

↓　
（
正
）
堀
内
雅
人

【
全
国
大
会
祝
電
一
覧
】

　
（
誤
）
嶋
野
浩
一
郎　

↓　
（
正
）
嶋
野
浩
一
朗

関
係
者
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と

を
深
く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
こ
こ
に

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

（1）2026年（令和8年）7月25日（毎月25日発行） 1987年（昭和62年）9月5日第3種郵便物認可

https://jiyudowa-osaka.org
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自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
41
回
大
会
行
政
出
席
者 ―

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

祝　電
（
大
阪
府
関
係
）

大
阪
府
知
事

（
市
町
村
関
係
）

大
阪
市
長

堺
市
長

豊
中
市
長

泉
大
津
市
長

枚
方
市
長

和
泉
市
長

高
石
市
長

阪
南
市
長

羽
曳
野
市
長

大
阪
狭
山
市
長

岸
和
田
市
長

摂
津
市
長

河
内
長
野
市
長

貝
塚
市
長

泉
佐
野
市
長

泉
南
市
長

四
條
畷
市
長

吉

村

洋

文

横

山

英

幸

永

藤

英

機

長

内

繁

樹

南

出

賢

一

伏

見　
　

隆

辻　

ひ
ろ
み
ち

畑

中

政

昭

上

甲　
　

誠

山
入
端　

 

創

古

川

照

人

佐

野

英

利

嶋
野
浩
一
朗

西

野

修

平

牛

尾

治

朗

千
代
松　

大
耕

山

本

優

真

銭

谷　
　

翔

川
村　

哲
也

本
田　

真
大

堀
田　

大
地

岡
井　

啓
之

吉
田　

慎
一

坂
本　

誉
子

松
井　
　

学

井
上　

江
美

吉
川　

朋
宏

横
山　

尚
明

深
澤　
　

智

山
口
ゆ
か
り

塔
本　

浩
史

小
篠　

俊
文

松
山
浩
一
郎

山
本　

真
一

辻　
　

志
保

笹
野　

貴
広

出
野　

純
一

尾
上　

知
代

芳
川　

和
也

田
口　

誠

箕
面
市
長

大
東
市
長

寝
屋
川
市
長

門
真
市
長

交
野
市
長

八
尾
市
長

柏
原
市
長

東
大
阪
市
長

藤
井
寺
市
長

交
野
市
長

田
尻
町
長

忠
岡
町
長

岬
町
長

能
勢
町
長

豊
能
町
長

太
子
町
長

島
本
町
長

熊
取
町
長

河
南
町
長

原

田　
　

亮

逢

坂

伸

子

広

瀬

慶

輔

宮

本

一

孝

山

本　
　

景

大

松

桂

右

冨

宅

正

浩

野

田

義

和

岡

田

一

樹

山

本　
　

景

山

本

一

男

是

枝

綾

子

田

代　
　

堯

岡

田

正

文

上

浦　
　

登

田

中

祐

二

山

田

紘

平

藤

原

敏

司

森

田

昌

吾

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
41
回
大
会
の
ご
盛
会
を
、
心
か
ら
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
連
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
大
阪
府
政

の
推
進
に
ご
理
解
、
ご
協
力
い
た
だ
き
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
貴
本
部
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
同
和
問
題
は
も
と
よ
り
様
々
な

人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
、
積
極
的
な
取
組
み
を
展
開
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
開
催
さ
れ
た
２
０
２
５
年
大
阪
・
関
西
万
博
で
は
、
大
屋

根
リ
ン
グ
が
象
徴
し
た
よ
う
に
、「
多
様
で
あ
り
な
が
ら
、
ひ
と
つ
」
と
い

う
理
念
の
も
と
、
国
籍
・
文
化
の
異
な
る
世
界
中
の
人
々
が
、
互
い
の
価

値
観
を
認
め
あ
い
な
が
ら
交
流
や
対
話
を
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

　

大
阪
府
で
は
、
こ
の
万
博
の
理
念
と
成
果
を
し
っ
か
り
と
継
承
し
、
様
々

な
人
権
施
策
を
さ
ら
に
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
な
か
で
も
、
特
に
重
要
な

課
題
と
し
て
注
力
し
て
い
る
の
が
、Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
人

権
侵
害
へ
の
対
応
で
す
。
匿
名
性
を
悪
用
し
た
誹
謗
中
傷
や
個
人
情
報
の

拡
散
は
、
決
し
て
許
さ
れ
な
い
行
為
で
す
。

　

大
阪
府
で
は
、
専
門
の
相
談
窓
口
「
ネ
ッ
ト
ハ
ー
モ
ニ
ー
」
を
設
置
し
、

相
談
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
専
門
家
や
関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
府
民
一
人
ひ
と
り
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
リ
テ
ラ
シ
ー
や
人

権
意
識
の
向
上
に
向
け
た
啓
発
活
動
な
ど
、
実
効
性
の
あ
る
施
策
の
推
進

に
引
き
続
き
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
様
々
な
人
権
課
題
に
対
応
し

な
が
ら
、
す
べ
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
豊
か
な
社
会
づ
く
り
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
、
引
き
続
き
お
力
添
え
を
い
た
だ

き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
更
な
る
ご
発
展
と
、
本
日
お
集

り
の
皆
様
の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍
を
祈
念
し
、
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
41
回
大
会
の
開
催
を
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。

　

皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
堺
市
政
の
各
般
に
わ
た
り
ご
理
解
と
ご
協
力
を

い
た
だ
き
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
長
年
に
わ
た
っ
て
同
和
問
題
を
は
じ
め
と
す
る
差
別
の
撤
廃
と

人
権
意
識
の
確
立
に
向
け
て
積
極
的
に
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
こ
と
に
敬
意

を
表
し
ま
す
。

　

今
年
は
「
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
か
ら
10

年
を
迎
え
ま
す
。

　

こ
の
間
、
部
落
差
別
の
解
消
に
向
け
た
取
組
が
着
実
に
広
が
る
一
方
で
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
、
こ
ど
も

も
巻
き
込
ま
れ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
に
お
け
る
ネ
ッ
ト
い
じ
め
な
ど
、
複
雑
化
す

る
人
権
課
題
や
人
権
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
に
も
対
応
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、「
人
権
擁
護
都
市
宣
言
」
や
「
平
和
と
人
権
を
尊
重
す
る
ま

ち
づ
く
り
条
例
」
に
基
づ
い
て
様
々
な
差
別
の
解
消
に
向
け
た
人
権
施
策

　

自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
第
41
回
大
会
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
こ

と
を
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
あ
げ
ま
す
。
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
皆

様
方
に
は
、
平
素
か
ら
大
阪
市
政
の
推
進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
皆
様
方
が
、
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
解
消
す
る
た
め
、
多
年
に
わ
た

り
人
権
課
題
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
こ
と
に
、
深
く
敬
意
を
表
す
る

次
第
で
す
。

　

近
年
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
の
誹
謗
中
傷
や
差
別
を
助
長
・
誘
発
す

る
よ
う
な
書
き
込
み
を
は
じ
め
、
外
国
人
住
民
と
の
共
生
な
ど
、
様
々
な

人
権
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
本
市
に
お
い
て
も
人
権
が
尊

重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
に
向
け
、
多
岐
に
わ
た
る
施
策
を
展
開
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
勤
務
時
間
中
の
公
用
車
内
に
お
い
て
、
本
市
職
員
が
差

別
発
言
を
行
う
事
象
が
発
生
い
た
し
ま
し
た
。
一
昨
年
、
本
市
職
員
に
よ

る
差
別
発
言
事
象
を
受
け
、
全
庁
挙
げ
て
の
人
権
意
識
の
向
上
と
組
織
ガ

バ
ナ
ン
ス
の
徹
底
に
取
り
組
ん
で
い
る
途
上
で
あ
り
、
極
め
て
重
く
受
け

止
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
差
別
に
苦
し
ん
で
こ
ら
れ
た
す
べ
て
の
方
、

そ
し
て
、
差
別
の
解
消
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
て
い
る
方
々
、
市
民
の
皆

さ
ま
に
対
し
て
心
か
ら
お
詫
び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
れ
を
ふ
ま
え
、
大
阪
市
人
権
行
政
推
進
本
部
に
お
い
て
、
全
所
属
長

に
対
し
、
職
員
一
人
ひ
と
り
に
、
人
権
行
政
の
担
い
手
で
あ
る
と
い
う
自

覚
を
徹
底
さ
せ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
差
別
事
象
が
発
生
し
た
場
合
に
お
い

て
も
、
的
確
に
対
応
で
き
る
力
を
持
つ
こ
と
。
さ
ら
に
所
属
内
の
人
権
行

政
体
制
を
点
検
、
強
化
し
て
、
差
別
の
根
絶
に
組
織
と
し
て
徹
底
し
て
取

り
組
む
体
制
を
構
築
す
る
こ
と
。
以
上
を
も
っ
て
、
差
別
を
生
ま
な
い
、

決
し
て
許
さ
な
い
職
場
風
土
を
、
組
織
の
基
盤
と
し
て
確
立
す
る
よ
う
、

指
示
を
し
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
全
庁
一
丸
と
な
っ
て
、
再
発
防
止
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

「
大
阪
市
人
権
尊
重
の
社
会
づ
く
り
条
例
」
の
理
念
を
ふ
ま
え
、
同
和
問
題

を
は
じ
め
と
す
る
人
権
課
題
の
解
決
に
向
け
て
、
国
や
府
と
の
連
携
の
も

と
、
あ
ら
ゆ
る
人
権
課
題
に
対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
大
会
が
実
り
多
い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
、
ま
た
自
由
同

和
会
大
阪
府
本
部
の
ま
す
ま
す
の
ご
発
展
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
、
ご
活
躍

を
お
祈
り
申
し
あ
げ
ま
し
て
、
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市
政
運
営
の
大
方
針
で
あ
る
「
堺
市
基
本

計
画
２
０
３
０
」の
基
本
姿
勢
に「
多
様
性（D

iversity

〜
）」を
掲
げ
、「
平

和
と
人
権
の
尊
重
」「
ジ
ェ
ン
ダ
ー
」「
多
文
化
共
生
」
の
視
点
を
持
っ
て

各
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
関
連
計
画
の
「
第
３
期
堺
市
人
権
施
策
推
進
計
画
」
は
本
年

度
が
最
終
年
度
で
あ
り
、
来
年
４
月
か
ら
は
新
た
な
計
画
期
間
が
始
ま
り

ま
す
。
今
後
も
社
会
情
勢
や
新
た
な
人
権
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
す
べ

て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
め
ざ
し
て
総
合
的
に
取
組
を
進
め

ま
す
。

　

市
民
の
皆
様
が
こ
れ
か
ら
も
堺
で
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
、
将
来
に
も
夢
と
希
望
が
持
て
る
都
市
で
あ
る
よ
う
に
、
そ
し
て
平
和

と
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
の
実
現
の
た
め
に
力
を
尽
く
し
ま
す
の
で
、

皆
様
に
は
人
権
に
関
わ
る
豊
富
な
知
識
や
経
験
を
も
と
に
引
き
続
き
本
市

の
人
権
行
政
に
お
力
添
え
を
い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

　

結
び
に
あ
た
り
、
自
由
同
和
会
大
阪
府
本
部
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
活

躍
を
祈
念
し
ま
し
て
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た
し
ま
す
。
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